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絶
え
ゆ
く
も
の
の
研
究

―
「
女
川
飯
田
口
説
」
を
中
心
に 

―

阿 
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は
じ
め
に

　

二
十
年
後
、
伝
承
が
途
絶
え
、
聞
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
も
の
は
数

多
く
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
も
の
の
ひ
と
つ
に
「
女オ

ナ
ガ
ワ
ハ
ン
ダ
ク
ド
キ

川
飯
田
口
説
」
が
あ
る
。

　
「
女
川
飯
田
口
説
」
は
、
宮
城
県
や
岩
手
県
を
中
心
に
写
本
が
残
っ
て

い
る
口
説
だ
が
、
口
承
と
し
て
は
、
現
在
す
で
に
ほ
と
ん
ど
聞
く
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

口
承
と
し
て
の
「
女
川
飯
田
口
説
」
は
、
楽
器
を
伴
わ
な
い
独
唱
形
式

と
い
う
特
色
が
あ
る
。
写
本
の
筆
者
か
ら
、
芸
能
者
が
伝
え
た
の
で
は
な

く
、
庶
民
の
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

宝
暦
二
年
に
起
き
た
通
称
「
女
川
騒
動
」
と
い
う
事
件
を
基
に
し
て
つ

く
ら
れ
た
こ
の
口
説
は
、
戦
前
ま
で
は
広
く
語
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後

は
衰
退
の
一
途
を
辿
り
今
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
口
説
の
研
究
を
通
し
て
、
口
承
が
絶
え
ゆ
く
も
の
の
研
究
の
一
方

法
を
考
え
た
い
と
い
う
の
が
本
稿
の
趣
旨
で
あ
る
。

一
、「
女
川
騒
動
」
と
「
女
川
飯
田
口
説
」

Ⅰ
．「
女
川
騒
動
」

　
「
女
川
騒
動
」
は
、
前
述
の
通
り
「
女
川
飯
田
口
説
」
の
モ
デ
ル
に
な
っ

た
事
件
だ
。
ま
ず
は
、
史
実
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
史
料
と
し
て
『
飯

田
能
登
横
死
之
巻
荒
井
加
右
衛
門
退
役
願
葛
西
川
島
一
件
并
賞
罰
録
』（
以

下
『
飯
田
能
登
横
死
之
巻（

１
）』）

や
『
仙
台
藩
刑
罰
記（

２
）』

と
い
っ
た
も
の
が

あ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
わ
か
る
事
実
を
述
べ
て
い
く
。

　

事
件
発
生
は
宝
暦
二
年
四
月
七
日
夜
八
時
半
頃
、
伊
達
藩
御
一
族
飯
田

家
当
主
、
飯
田
能
登
道
親
に
、
そ
の
家
臣
日
塔
喜
右
衛
門
が
斬
り
か
か
っ

た
。
そ
の
状
況
か
ら
、
寝
間
ま
で
押
し
入
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
喜
右
衛
門
は
、
飯
田
能
登
の
妻
せ
つ
を
連
れ
て
逃
亡
。

　

せ
つ
は
二
十
六
歳
、
喜
右
衛
門
は
三
十
一
歳
。
飯
田
能
登
は
三
十
九
歳

だ
っ
た
。

　

翌
朝
能
登
は
死
亡
す
る
。

　

飯
田
能
登
の
受
け
た
傷
は
『
飯
田
能
登
横
死
之
巻
』
に
記
さ
れ
て
お
り
、
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次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

能
登
死
体
太
刀
疵
の
様
子
左
に
相
記
申
候

一
．
向
竪
疵
四
寸
程
深
手

一
．
右
の
方
鬢
際
よ
り
横
わ
き
疵
弐
寸
五
分
程
幅
壱
寸
余

一
．
後
右
の
方
よ
り
月
額
際
竪
疵
二
寸
余
深
手

一
．
左
の
肩
竪
疵
五
寸
余
至
っ
て
深
手

一
．
右
の
肩
竪
疵
三
寸
程

一
．
右
の
方
大
指
竪
に
真
半
分
割
落
、
残
り
四
つ
指
先
切
れ
落
ち
申
候

一
．
左
の
方
手
首
切
り
落
と
し
こ
れ
無
く
候

一
．
右
の
方
膝
脇
内
の
方
筋
違
疵
壱
寸
程
薄
手

一
．
右
の
方
高
股
筋
違
疵
三
寸
程

一
．
右
の
方
膝
口
疵
丸
く
そ
ぎ
落
ち
申
候

右
太
刀
疵
十
カ
所
の
内
、
深
手
三
ヶ
所
、
其
の
外
七
カ
所
段
々
不
同

に
相
見
得
申
候
。
右
深
手
の
様
子
に
て
相
考
え
申
候
え
ば
、
寝
間
迄

押
し
込
み
打
ち
倒
し
申
候
様
子
に
相
見
得
申
候
。
欠
落
の
者
御
僉
講

成
し
下
さ
れ
度
、
男
女
共
両
人
の
人
像
書
別
紙
弐
通
指
し
添
え（

３
）、

如

斯
相
達
し
申
し
候
。

　

こ
の
記
録
に
つ
い
て
、
七
日
に
つ
け
ら
れ
た
傷
を
十
五
日
の
夜
中
、
つ

ま
り
八
日
後
に
調
べ
た
た
め
、
必
ず
し
も
正
確
と
は
い
え
な
い
と
い
う
但

書
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
能
登
の
脇
差
に
つ
い
て
の
報
告
も
あ
り
、

血
の
あ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
喜
右
衛
門
も
多
少
の
傷
を
お
っ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
逃
げ
た
お
せ
つ
、
喜
右
衛
門
を
追
う
た
め
に
、
密
告
者
に
は
褒

賞
金
が
出
さ
れ
た
。『
吉
田
大
肝
入
文
書（

４
）』

に
よ
る
と
、
口
説
に
も
登
場

す
る
藤
七
が
受
け
取
っ
た
の
が
最
高
額
で
一
金
二
分
だ
っ
た
。

　

捕
縛
の
詳
し
い
日
付
や
場
所
は
『
仙
台
藩
罰
記
』
に
「（
前
略
）
於
南

部
右
両
人
召
捕
（
後
略
）」
と
あ
る
の
み
で
、
書
か
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、

先
に
述
べ
た
褒
賞
金
に
関
す
る
記
述
が
九
月
十
五
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
以
前
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。
捕
縛
地
は
釜
石
説

と
川
井
村
説
が
あ
る
が
、
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　
『
仙
台
藩
刑
罰
記
』
に
よ
る
と
同
年
十
月
二
十
九
日
、
事
件
の
関
係
者

に
対
す
る
処
分
が
決
定
し
て
い
る
。
喜
右
衛
門
と
せ
つ
に
対
す
る
処
分
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

飯
田
能
登
家
来
凡
下
ニ
被
相
落

於
七
北
田
磔�

日
撓
喜
右
衛
門

札
之
辻
ニ
お
ゐ
て
三
日
晒
竹
鋸
ニ
而
挽
之
士
丁
市
中
引
晒　

右
之

者
、
家
柄
譜
代
之
家
来
と
し
て
主
人
之
妻
に
密
通
す
る
而
巳
な
ら

す
、
主
人
を
弑
し
女
を
伴
ひ
出
奔
す
る
之
状
、
無
類
之
重
科
ニ
依

而
右
之
通
被
相
行
候
事
。

飯
田
能
登
妻
凡
下
ニ
被
相
落

於
七
北
田
磔�

せ
つ

右
之
者
、
家
柄
と
し
て
家
来
日
撓
喜
右
衛
門
に
密
通
す
る
而
巳
な

ら
す
、
同
人
夫
を
殺
害
す
る
場
に
立
合
、
直
々
従
へ
出
奔
し
、
無

類
之
重
科
ニ
依
而
右
之
通
被
相
行
候
事
。

　

他
、
せ
つ
の
兄
で
あ
る
大
塚
伊
豆
幸
頼
、
事
件
の
報
告
の
遅
延
な
ど
に

よ
っ
て
家
老
な
ど
、
計
十
四
名
に
処
分
が
下
っ
て
い
る
。
飯
田
家
は
伊
達
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藩
御
一
族
の
位
を
失
っ
て
一
番
座
と
な
り
、
知
行
も
半
身
代
と
さ
れ
た
が
、

お
と
り
潰
し
は
免
れ
て
能
登
の
息
子
左
門
胤
親
が
跡
目
を
継
い
だ
。

　

宝
暦
七
年
、
二
人
の
菩
提
寺
で
あ
る
江
林
寺
に
法
名
が
届
け
ら
れ
た
こ

と
が
過
去
帳

（
５
）か

ら
わ
か
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
処
刑
は
十
一
月
三
日
と

な
っ
て
い
る
。
喜
右
衛
門
の
処
刑
日
に
つ
い
て
は
、『
永
井
村
史
抄（

６
）』や

、「
女

川
飯
田
口
説
」
を
基
に
し
て
創
作
物
語
を
書
い
た

（
７
）横

道
廣
吉
氏
は
、
三
日

晒
し
の
分
を
足
し
、
十
一
月
六
日
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
お
せ
つ
地
蔵
な
ど
、
い
く
つ
か
の
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

Ⅱ
．「
女
川
飯
田
口
説
」

　
「
女
川
飯
田
口
説
」
の
あ
ら
す
じ
は
、
八
月
十
五
夜
、
奥
州
桃
生
郡
女

川
村
の
領
主
、
飯
田
能
登
が
、
妻
の
お
せ
つ
と
家
臣
の
日
塔
（
新
藤
）
喜

右
衛
門
（
喜
右
門
）
に
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
す
る
。
そ
の
事

件
ま
で
の
経
緯
か
ら
犯
人
処
刑
ま
で
を
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
現
存
す
る

写
本
の
多
く
に
は
飯
田
家
の
そ
の
後
が
語
ら
れ
て
い
る
。
五
段
構
成
の『
奥

州
桃
生
郡
女
川
く
ど
き
』
に
従
っ
て
紹
介
し
て
い
く
が
、
異
本
で
差
異
が

あ
る
と
き
な
ど
は
注
を
付
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

一
段
目
は
、
人
物
紹
介
や
事
件
の
舞
台
と
な
る
女
川
屋
敷
の
様
子
、
事

件
の
背
景
な
ど
を
語
る
。

　

事
件
の
被
害
者
、
飯
田
能
登
は
、
好
色
か
つ
怠
惰
な
人
間
で
あ
っ
た
。

彼
は
仮
病
を
つ
か
っ
て
仙
台
詰
め
を
逃
れ
、
女
川
屋
敷
に
て
見
目
の
良
い

女
は
見
境
な
く
集
め
て
き
て
囲
い
、
そ
の
女
達
に
杓
を
と
ら
せ
た
り
、
舞

わ
せ
た
り
し
て
毎
日
唄
酒
盛
り
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。

　

そ
の
妻
は
お
せ
つ
と
い
い
、
年
は
二
十
二
歳
で
、
夫
に
省
み
ら
れ
る
こ

と
も
な
く
、
毎
日
を
寂
し
く
過
ご
し
て
い
た
。
彼
女
は
飯
田
屋
敷
の
御
用

人
役
で
あ
る
二
十
九
歳
の
日
塔
喜
右
衛
門
に
心
を
寄
せ
、「
な
ん
と
喜
右

衛
門
徒
然
で
な
い
か
」
と
声
を
掛
け
る
。
驚
い
た
喜
右
衛
門
は
、
頭
を
地

に
付
け
「
わ
し
が
ご
奉
公
で
是
非
な
き
者
よ
」
と
頼
む
。
し
か
し
、
お
せ

つ
の
熱
烈
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
次
第
に
心
を
動
か
さ
れ
、
二
人
は
恋
仲
と
な

る
。

　

八
月
十
五
夜
、
飯
田
能
登
は
酒
宴
を
す
る
、
お
せ
つ
は
独
り
き
り
だ
っ

た
。
そ
こ
で
喜
右
衛
門
に
「
今
宵
忍
べ
」
と
文
を
出
す
。
そ
れ
を
見
た
喜

右
衛
門
は
お
せ
つ
の
元
へ
行
く
。
そ
し
て
二
世
三
世
の
誓
い
を
交
し
合
っ

た
後
の
子
の
刻
、
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
お
せ
つ
の
寝
間
か
ら
出
て
、
表
廊

下
を
忍
ん
で
行
く
が
、
表
座
敷
で
う
た
た
寝
を
し
て
い
た
飯
田
能
登
が
そ

の
足
音
を
聞
き
、
不
審
に
思
い
追
い
か
け
る
。
喜
右
衛
門
は
刀
を
抜
き
飛

び
掛
る
。
能
登
も
重
代
の
刀
を
抜
い
て
応
戦
す
る
。
喜
右
衛
門
劣
勢
と
見

た
お
せ
つ
は
長
刀
を
持
っ
て
助
太
刀
し（

８
）、

つ
い
に
二
人
は
飯
田
能
登
を
殺

し
て
し
ま
う
。
呆
然
と
す
る
喜
右
衛
門
を
叱
咤
し
、
刀
を
能
登
の
も
の
と

取
り
替
え
さ
せ
、
夜
に
紛
れ
て
逃
げ
出
す
。

　

二
段
目
は
、
翁
倉
山
に
登
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
そ
こ
で
喜
右
衛

門
は
心
中
を
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
お
せ
つ
に
止
め
ら
れ
、
二
人
で

逃
げ
る
こ
と
を
決
め
る
。
そ
の
後
は
逃
走
中
の
様
子
が
語
ら
れ
る
。
途
中

で
喜
右
衛
門
が
刀
の
鞘
を
落
と
し
、
藤
の
蔦
を
鞘
の
代
わ
り
に
す
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
、
路
銀
が
尽
き
、
お
せ
つ
が
櫛
・
笄
を
喜
右
衛
門
に
売
り
に
行

か
せ
て
金
を
作
る
と
い
う
話
が
語
ら
れ（

９
）、

気
仙
沼
に
着
く
と
こ
ろ
で
二
段
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が
終
わ
る
。

　

三
段
目
は
気
仙
沼
か
ら
の
旅
路
で
あ
る
。
唐
桑
ま
で
渡
る
た
め
の
交
通

手
段
と
し
て
船
を
選
ん
だ
二
人
だ
っ
た
が
、
船
頭
に
船
賃
を
ゆ
す
り
と
ら

れ
る
。
ま
た
、
再
び
路
銀
が
つ
き
、
今
度
は
喜
右
衛
門
が
能
登
の
重
代
を

売
る
の
だ
が
、
刀
を
持
ち
込
ま
れ
た
茶
屋
の
主
人
は
、
鞘
が
な
い
こ
と
を

理
由
に
二
束
三
文
に
買
い
叩
か
れ
る
。
そ
ん
な
困
難
を
経
て
、
高
田
の
藤

七
宅
へ
と
た
ど
り
着
く
。
藤
七
は
、
二
人
を
不
憫
に
思
い
、
匿
う
こ
と
を

約
束
す
る
が
、
高
田
と
女
川
は
近
い
の
で
、
南
部
藩
へ
抜
け
る
こ
と
を
提

案
、
二
人
を
南
部
釜
石
の
仁
助
宅
へ
案
内
し
て
行
く
。

　

四
段
目
は
、
主
人
を
殺
さ
れ
た
女
川
屋
敷
の
様
子
や
、
同
心
・
小
人
が

派
遣
さ
れ
、
二
人
の
消
息
を
掴
む
た
め
に
歩
く
さ
ま
な
ど
が
語
ら
れ
、
そ

し
て
藤
七
宅
へ
と
た
ど
り
着
く
。
役
人
は
藤
七
を
金
で
買
収
し
、
釜
石
ま

で
案
内
を
さ
せ
る
。
仁
助
夫
婦
の
脅
し
に
屈
さ
ぬ
様
子
を
二
階
か
ら
見
て

い
た
お
せ
つ
と
喜
右
衛
門
は
覚
悟
を
決
め
、
追
っ
手
と
一
戦
す
る
意
気
込

み
で
鉢
巻
と
襷
の
姿
で
役
人
の
下
へ
と
降
り
て
行
く
。
し
か
し
追
っ
手
に

道
理
を
諭
さ
れ
、
つ
い
に
捕
縛
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
仁
助
夫
婦
と
お
せ
つ

は
涙
な
が
ら
に
別
れ
を
惜
し
ん
だ
後
、
お
せ
つ
は
駕
籠
に
、
喜
右
衛
門
は

馬
に
乗
せ
ら
れ
、
引
か
れ
て
い
く
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
が
四
段
目
で
あ

る
。

　

五
段
目
は
護
送
の
様
子
を
語
る
。
仙
台
に
向
か
う
途
中
、
利
府
で
お
せ

つ
は
喜
右
衛
門
と
最
後
の
面
会
を
願
い
、
許
さ
れ
る
。
お
せ
つ
は
、
人
は

死
に
恥
が
大
切
な
の
だ
か
ら
未
練
卑
怯
な
心
を
も
つ
な
、
と
喜
右
衛
門
に

言
う
。
そ
し
て
、
短
い
面
会
を
終
え
た
翌
日
の
評
定
の
場
で
、
お
せ
つ
は

能
登
を
殺
し
た
の
は
自
分
だ
け
の
罪
だ
と
喜
右
衛
門
を
庇
い
、
喜
右
衛
門

も
同
様
に
お
せ
つ
を
庇
う
。
二
人
は
処
刑
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
る
。「
是

を
見
る
人
聞
く
人
か
た
は
、
哀
れ
不
憫
の
え
が
ふ
の
声
は
、
谷
に
ひ
び
き

て
殊
勝
に
聞
こ
え
」
と
い
う
周
囲
の
同
情
も
描
か
れ
、
つ
い
に
二
人
は
刑

に
処
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
一
方
飯
田
家
は
知
行
を
半
身
代
と
さ
れ

る
。
そ
し
て
「
君
の
恵
み
は
あ
り
が
た
や

（
（（
（

」
で
長
い
物
語
は
終
わ
る
の
で

あ
る

（
（（
（

。

二
、
先
行
研
究
と
資
料

Ⅰ
．
先
行
研
究

　
「
女
川
飯
田
口
説
」
の
研
究
は
一
九
九
四
年
以
来
ほ
と
ん
ど
進
め
ら
れ

て
い
な
い
。

　

一
九
九
四
年
は
、
お
せ
つ
と
喜
右
衛
門
、
飯
田
能
登
道
親
の
菩
提
寺
の

江
林
寺
で
二
五
二
回
忌
法
要
が
と
り
行
わ
れ
た
年
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

あ
り

（
（（
（

、
特
に
活
発
に
活
動
し
て
い
た
ら
し
い
。
郷
土
史
家
や
「
女
川
飯
田

口
説
」
に
興
味
を
持
っ
た
人
々
な
ど
が
集
ま
っ
て
研
究
会
も
開
か
れ
る
な

ど
、
活
発
に
研
究
や
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
研
究
報
告
と
し
て
は
ま

と
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
一
九
九
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『『
女

川
飯
田
口
説
』
考

（
（（
（

』
の
「
研
究
」
の
章
が
先
行
研
究
と
し
て
紹
介
す
る
こ

と
が
で
き
る
全
て
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
特

に
所
収
の
「
女
川
口
説
の
伝
承
誌
」（
川
島
秀
一
氏
）
は
、
テ
ク
ス
ト
の

調
査
報
告
、
伝
承
の
報
告
な
ど
も
詳
し
い
。
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Ⅱ
．
文
献
資
料

　
「
女
川
飯
田
口
説
」
の
詞
章
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
は
、
テ
ク
ス

ト
と
視
聴
覚
資
料
が
主
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
写
本
を
除
く
刊
行
本
（
出
版

さ
れ
て
い
る
も
の
）
と
個
人
製
作
（
出
版
さ
れ
て
い
な
い
も
の
・
配
布
を

目
的
に
つ
く
ら
れ
た
本
な
ど
）
を
紹
介
す
る
。

　

刊
行
本

①　
「
女
川
口
説
」（『
郷
土
の
伝
承
・
第
二
輯
』
宮
城
県
教
育
会
編

一
九
三
五
）

②　
「
風
流
女
川
口
説
」（「
永
井
村
史
抄
」
一
九
八
二
）

③　
「
女
川
飯
田
口
説
」（『
雪
国
の
春
』
第
二
号　

一
九
七
八　

奥

村
幸
雄
氏
に
よ
る
江
口
家
蔵
本
の
翻
刻
・
補
訂
）

④　
「
女
川
飯
田
口
説
」（『
北
上
川
下
流
地
域　

歴
史
の
夜
話
』　

紫

桃
正
隆　

一
九
八
二
）

⑤　
「
女
川
飯
田
口
説
」（『『
女
川
飯
田
口
説
』
考
』　

一
九
九
四
）

⑥　
「
女
川
飯
田
口
説
」（『
北
上
町
史
』　

北
上
町
史
編
纂
委
員
会
編

集　

二
〇
〇
五
）

　

個
人
製
作

①　
「
風
流
女
川
口
説
」（
星
栄
三
郎
氏　

写
本
Ⅰ
類
⑦
を
写
）

②　
「
女
川
口
説
」（
平
成
一
年　

木
村
正
継
氏
）

③　
「
女
川
（
飯
田
）
口
説
」（
平
成
二
年　

堀
田
春
子
氏
）

④　
「
女
川
（
飯
田
）
口
説
」（
平
成
六
年　

武
山
梅
芳
氏
）

　
「
女
川
飯
田
口
説
」
の
詞
章
を
全
文
掲
載
し
て
い
る
も
の
は
こ
こ
に
挙

げ
た
通
り
だ
が
、
一
部
抜
粋
し
た
も
の
な
ど
も
多
く
見
ら
れ
る
。

Ⅲ
．
視
聴
覚
資
料

　

音
楽
的
な
要
素
を
知
る
資
料
は
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
と
採
譜
資
料
が
あ

る
。

　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
二
種
あ
り
、
昭
和
五
十
年
に
亡
く
な
っ
た
千
石
恒

雄
（
雅
号　

樂
山
）
氏
の
も
の
と
、
武
山
武
志
氏
の
語
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
両
者
共
に
ほ
ぼ
同
じ
節
遣
い
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
昭
和
後
期
に
民
謡
と
し
て
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
っ

た
と
い
う
の
で
、「
民
謡　

女
川
口
説
」
と
い
う
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
は
、
三
味
線
な
ど
の
楽
器
を
伴
い
、
節
遣
い
も
ま
っ
た
く
異

な
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
女
川
飯
田
口
説
」
の
視
聴
覚
資
料
に
は
含
め
な

い
こ
と
に
す
る
。

　

採
譜
資
料
は
『
東
北
民
謡
集

（
（（
（

』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
四
種
の
譜
面
と
澤

畑
庸
子
氏

（
（（
（

に
よ
る
譜
面
が
あ
る
。

　

こ
の
資
料
で
注
目
す
べ
き
は
、
譜
面
か
ら
分
か
る
節
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
女
川
飯
田
口
説
」

を
語
っ
た
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
節
回
し
を
も
っ
て
語
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

Ⅳ
．
写
本

　
「
女
川
飯
田
口
説
」
の
写
本
は
、
前
述
の
通
り
川
島
秀
一
氏
が
詳
し
い

ご
報
告
を
さ
れ
て
い
る
の
で
、
各
写
本
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
を
ご
参
照
頂
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き
た
い

（
（（
（

。
本
稿
で
は
そ
の
報
告
と
筆
者
の
調
査
を
合
わ
せ
て
、
写
本
の
分

類
を
試
み
た
。

　
「
女
川
飯
田
口
説
」
の
写
本
は
現
在
十
三
種
報
告
が
あ
る
。
ま
ず
は
書

き
出
し
の
詞
章
「
色
は
思
案
の
外
と
は
言
へ
ど
」「
空
は
晴
天
雲
ら
ぬ
御

代
に
」
の
ど
ち
ら
に
該
当
す
る
か
に
よ
っ
て
分
類
を
し
た
。
そ
の
結
果
が

次
の
通
り
で
あ
る
。

　

写
本
Ⅰ
類
（
色
は
思
案
型
）

①　

天
保
十
二
年
本　
『
女
川
飯
田
口
説
初
巻
』（
気
仙
沼
字
角
地
の

菊
池
家
所
蔵　
　

江
林
寺
所
有
コ
ピ
ー
の
み
確
認
）

②　

推
定
嘉
永
年
間
本　
『
奥
州
桃
生
郡
女
川
く
ど
き
』（
仙
台
市
斉

藤
報
恩
会
所
有
・
登
米
郡
根
川
深
村
奥
書
）

③　

文
久
三
年
本　
『
飯
田
口
説
』（
筆
者
所
蔵
・
奥
州
南
部
花
巻
の

奥
書

（
（（
（

）

④　

明
治
十
三
年
本　
『
気
仙
沼
に
傳
わ
っ
た
飯
田
く
ど
き
』（
岩
手

県
大
船
渡
市
赤
崎
石
橋
前
の
金
野
家
所
蔵　

江
林
寺
所
有
コ

ピ
ー
の
み
確
認
）

⑤　

明
治
十
六
年
本　
『
飯
田
口
記（
口
説
の
誤
記
か
）』（
筆
者
所
蔵
・

登
米
郡
赤
生
津
村
新
田
上
町
の
奥
書
有

（
（（
（

）

⑥　

明
治
二
十
二
年
本
『
女
川
飯
田
口
説
』　

北
上
町
長
尾
西
沢
の

佐
々
木
家
所
蔵
）

⑦　

昭
和
二
十
七
年
本
『
女
川
飯
田
口
説
』（
北
上
町
泉
沢　

千
石

家
所
蔵
）

⑧　

筆
写
年
不
明
本　

表
題
欠　
（
山
形
県
白
鷹
町　

江
口
家
所
蔵
）

⑨　

筆
写
年
不
明
本　
『
女
川
飯
田
口
説
全
』（
北
上
町　

武
山
家
所

蔵
）

　

写
本
Ⅱ
類
（
空
は
晴
天
型
）

⑩　

嘉
永
三
年
本
『
女
川
騒
動
記
』（
岩
手
県
大
船
渡
市
赤
崎
石
橋

前
の
佐
々
木
家
所
蔵　

江
林
寺
所
有
コ
ピ
ー
の
み
確
認
）

⑪　

筆
写
年
不
明
本
『
女
河
く
と
き
』（
岩
手
県
大
船
渡
市
赤
崎
石

橋
前
の
佐
々
木
家
所
蔵　

江
林
寺
所
有
コ
ピ
ー
の
み
確
認
）

　

不
明⑫　

昭
和
十
五
年
本　
「
女
川
飯
田
口
説
」（
北
上
町
泉
沢
の
今
野
家

所
蔵　

今
野
家
確
認
の
と
こ
ろ
所
在
不
明
と
の
こ
と
）

　

⑫
を
除
く
写
本
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
も

の
を
含
め
て
、
詞
章
に
つ
い
て
は
確
認
が
で
き
て
い
る
。
⑫
に
つ
い
て
は

所
在
が
わ
か
ら
ず
、
詞
章
も
確
認
で
き
な
い
た
め
、
今
回
の
検
討
対
象
か

ら
は
外
す
こ
と
に
す
る
。

　

②
の
推
定
嘉
永
年
間
本
は
、
男
主
人
公
の
名
を
史
実
に
則
っ
た
「
日
塔

喜
右
衛
門
」
と
表
記
す
る
。
こ
れ
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
写
本
の
中

で
は
珍
し
い
例
で
、
他
の
写
本
は
「
新
藤
」
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

ま
た
、
詞
章
を
み
る
と
、
①
③
④
は
、
後
に
述
べ
る
前
期
の
詞
章
を
持
っ

て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
②
は
④
と
近
し
い
詞
章
が
あ
る
こ
と
も
注
目
す
べ

き
点
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

　

明
治
十
六
年
に
書
か
れ
た
⑤
は
、
Ⅰ
類
・
Ⅱ
類
の
中
間
に
位
置
す
る
写

本
で
あ
る
。
書
き
出
し
の
文
句
が
「
色
と
恋
と
は
是
悲
な
き
物
よ
」
と
い

う
も
の
で
、
こ
れ
は
Ⅰ
類
の
九
句
目

（
（（
（

「
色
と
恋
と
は
是
非
な
き
物
よ
」
と
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一
致
す
る
た
め
に
Ⅰ
類
に
配
し
た
。
し
か
し
、
道
行
な
ど
の
観
点
か
ら
み

る
と
Ⅱ
類
の
道
行
き
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
語
り
お
さ
め
の
文

句
は
「
君
の
恵
み
は
あ
り
が
た
や　

く
」
で
、こ
れ
は
Ⅱ
類
の
「
…
（
前

略
）
後
の
世
督
に
半
進
退
を
／
下
が
り
給
わ
る
其
有
か
た
さ
／
か
た
き
是

を
見
人
聞
人
ご
と
に
／
是
そ
末
世
の
鏡
也
…
（
以
下　

短
歌
略
）」
と
は

大
き
く
異
な
り
、
Ⅰ
類
の
語
り
お
さ
め
の
詞
章
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。

　

Ⅱ
類
に
該
当
す
る
写
本
に
つ
い
て
、
川
島
秀
一
氏
は
⑪
の
『
女
川
騒
動

記
』
と
い
う
表
題
に
着
目
さ
れ
、
読
み
本
と
し
て
の
可
能
性
も
示
唆
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
筆
者
も
、
Ⅱ
類
の
詞
章
は
多
く
の
例
と
は
異
な
る
と
い

う
点
、
全
体
的
に
短
編
で
道
行
な
ど
に
関
し
て
も
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い

る
と
い
う
点
、
そ
し
て
同
系
の
写
本
の
少
な
さ
な
ど
か
ら
、
佐
々
木
家
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
「
女
川
飯
田
口
説
」
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
立
て
て
い

た
。
ま
た
、
他
の
写
本
の
詞
章
と
は
違
い
、
七
七
七
七
調
に
整
っ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
川
島
氏
の
説
も
視
野
に
入
れ
て
考
え
て
い
た
。

　

だ
が
、
こ
の
明
治
十
六
年
本
の
発
見
に
よ
っ
て
、
写
本
Ⅱ
類
の
「
女
川

飯
田
口
説
」
が
、
Ⅰ
類
と
は
別
に
流
布
し
て
お
り
、
次
第
に
Ⅰ
類
の
影
響

を
受
け
て
変
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
出
て
き
た
と
い
え
る
の
で

は
な
い
か
。

三
、
研
究

Ⅰ
．
諸
本
比
較

　

写
本
の
分
布
状
況
は
、
江
戸
か
ら
明
治
期
の
も
の
は
岩
手
県
、
も
し
く

は
岩
手
県
境
付
近
に
多
く
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
分
布
は
、
②
を
除

く
明
治
十
三
年
本
を
境
に
宮
城
県
に
移
り
始
め
る
。

　

ま
た
、「
女
川
飯
田
口
説
」
は
、
お
せ
つ
と
喜
右
衛
門
が
処
刑
さ
れ
る

場
面
で
お
互
い
の
こ
と
を
探
す
よ
う
な
、
所
謂
泣
か
せ
所
と
も
い
う
べ
き

場
面
が
時
代
を
経
る
と
欠
落
す
る

（
（（
（

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
八
十
七

句
か
け
て
二
人
の
最
後
を
語
り
あ
げ
る
長
い
場
面
で
あ
る
。
そ
れ
も
ま
た
、

②
を
除
く
明
治
十
三
年
以
前
の
も
の
に
共
通
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
明
治
十
三
年
本
が
境
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
語

り
お
さ
め
の
詞
章
で
あ
る
。

　

先
に
少
し
触
れ
て
い
る
が
、
語
り
お
さ
め
は
「（
飯
田
家
の
処
分
な
ど

…
前
略
）
君
の
恵
み
は
有
難
や
」
と
い
う
も
の
と
、「
君
（
公
）
の
恵
は

有
難
け
れ
ば
／
五
穀
成
就
安
全
に
（
末
繁
昌
ト
）
／
弓
は
袋
に
治
ま
り
け

れ
は
／
（
千
秋
万
歳
ば
ん

く
ぜ
い
）
／
目
出
度
カ
リ
ケ
ル
次
第
也
（
目

出
度
か
れ
共
中
々
に
）
／
（
申
斗
り
ハ
な
か
り
け
り
）」
と
い
う
二
種
に

大
き
く
は
分
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
②
を
除
く
①
③
④
の
写
本
に
共
通
す

る
の
で
あ
る
。

　

②
の
写
本
の
来
歴
は
、
斉
藤
報
恩
会
で
も
現
在
で
は
わ
か
ら
な
い
と
い

う
。
そ
の
た
め
詞
章
か
ら
検
討
し
て
ゆ
く
ほ
か
は
な
い
の
だ
が
、
こ
の
写

本
と
⑥
以
降
の
詞
章
は
よ
く
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
が
良
く
わ
か
る
の
は
お
せ
つ
・
喜
右
衛
門
の
処
刑
の
場
面
だ
ろ
う
。

　

②
を
除
く
前
期
の
写
本
で
は
、
処
刑
さ
れ
る
日
を
「
す
で
に
其
年
霜
月

下
向
」
と
す
る
が
、
⑤
か
ら
⑨
で
は
「
頃
は
霜
月
三
日
の
事
よ
」
と
史
実

を
踏
ま
え
た
詞
章
に
変
化
し
て
お
り
、
処
刑
の
場
面
も
二
十
四
句
と
三
分

の
一
ほ
ど
と
少
な
い
。
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
口
説
の
つ
く
ら
れ
た
場
所
に
つ
い
て
の
仮

説
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

初
期
の
写
本
の
分
布
や
場
面
の
有
無
と
い
う
問
題
と
と
も
に
、
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
の
舞
台
が
伊
達
藩
の
御
一
家
で
あ
る（

（（
（

飯
田
家
だ
と
い
う
こ
と
、
嫁
い
だ

と
は
い
え
ど
も
お
せ
つ
は
同
格
の
家
柄
で
あ
る
大
塚
家
当
主
幸
頼
の
義
妹

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
家
柄
の
人
間
を
実
名
で
登
場
さ
せ
て
口
説
を
つ
く
り

あ
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
事
件
の
舞
台
だ
っ
た
女
川
村
で
は
難
し
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
直
接
関
係
の
少
な
い
捕
縛
地
で
あ
る
南
部
藩
、
も
し

く
は
そ
の
近
辺
で
成
立
し
、
二
人
に
縁
の
あ
っ
た
人
々
な
ど
に
よ
っ
て
時
間

を
か
け
て
広
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
方
が
自
然
だ
と
思
う
。

　

こ
の
よ
う
な
仮
説
を
た
て
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
立
証
す
る
資
料
は
ま
だ

発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
新
資
料
の
発
見
を
期
待
す
る
の
み
で
あ
る
。

　

さ
て
、
写
本
を
比
較
検
討
し
た
と
き
注
目
す
べ
き
問
題
点
と
し
て
も
う

ひ
と
つ
、
⑦
と
⑧
の
写
本
が
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　

崩
し
方
や
異
体
字
の
使
用
箇
所
の
一
致
、
筆
跡
の
類
似
だ
け
で
な
く
、

一
丁
の
行
数
が
一
定
で
な
い
こ
と
、
口
説
の
最
後
に
「
終
り
」
と
書
く
、

な
ど
と
い
っ
た
点
で
、
同
筆
も
し
く
は
元
本
と
写
本
と
い
っ
た
、
深
い
関

係
性
が
察
せ
ら
れ
る
。

　

だ
が
、
千
石
家
と
江
口
家
に
は
面
識
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
調
査
の
際

に
確
認
で
き
て
い
る
。
で
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
近
し
い
関
係
の
写
本
が

遠
く
離
れ
た
地
で
発
見
さ
れ
た
の
か
。

　

瞽
女
の
影
響
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
仮
説
を
た
て
る
こ
と
が
で
き

る
。
な
ぜ
な
ら
、
江
口
家
が
瞽
女
宿
で
あ
り
、
瞽
女
の
歌
っ
た
も
の
を
書

き
留
め
た
と
い
う
写
本
が
当
家
に
は
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

瞽
女
と
蚕
の
関
係
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
江
口
家
の
あ
る
山
形
県

西
置
賜
郡
に
も
蚕
桑
（
こ
く
わ
）
と
い
う
地
名
が
残
る
よ
う
に
、
養
蚕
が

盛
ん
な
地
で
あ
り
、一
方
宮
城
県
旧
桃
生
郡
北
上
町（
現
石
巻
市
）も
ま
た
、

養
蚕
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ど
ち
ら
も
養
蚕
に
ゆ
か
り
の
深
い
地
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
千
石
春
美

氏
の
「
芸
能
者
」
が
来
て
い
た
と
い
う
お
話
か
ら
、
瞽
女
が
そ
の
写
本
を

運
ん
だ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
九
九
四
年
十
二
月
十
三
日
の
三
陸
新
報
の
川
島
秀
一
氏
に

よ
る
記
事
に
は
、
小
林
ハ
ル
瞽
女
は
「
女
川
飯
田
口
説
」
を
知
ら
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
小
林
ハ
ル
瞽
女
の
記
憶
力
の
す
ば
ら

し
さ
は
周
知
の
こ
と
だ
。
よ
っ
て
、
一
般
的
な
瞽
女
口
説
で
は
な
い
の
だ

ろ
う
。

　

そ
の
一
方
で
小
林
ハ
ル
瞽
女
の
「
身
毒
丸
」
の
節
と
千
石
恒
雄
氏
の
「
女

川
飯
田
口
説
」
の
節
が
よ
く
似
て
い
る
と
い
う

（
（（
（

。

　

瞽
女
が
立
ち
寄
っ
た
先
で
流
行
り
歌
を
教
わ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た

と
聞
く
か
ら
、
そ
の
一
例
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、「
女
川
飯
田
口
説
」
の
お
せ
つ
に
ま
つ
わ
る
伝
説
と
し
て
真

称
寺
の
七
丈
袈
裟
の
伝
説

（
（（
（

が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
富
山
の
薬
屋
が
登
場
す

る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
女
川
飯
田
口
説
」
は
、様
々
な
人
の
口
を
経
て
、

お
せ
つ
と
喜
右
衛
門
に
縁
の
深
い
宮
城
県
・
岩
手
県
に
定
着
し
、
時
代
と



40

共
に
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅱ
．
西
日
本
の
盆
踊
り
口
説
と
「
女
川
飯
田
口
説
」

　
「
女
川
飯
田
口
説
」
は
、
西
日
本
の
盆
踊
り
口
説
に
強
い
影
響
を
受
け

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、「
女
川
飯
田
口
説
」
と
同
一
形
式
で
あ
る
七
七
七
七
の
形

の
口
説
の
詞
章
を
対
象
に
、
検
証
し
て
み
た
い
。

　

比
較
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
用
い
た
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
倉
田
隆
延
氏
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
口
説
集
『
蒲
江
音
頭
口
説
集
』

（
一
九
七
三
）『
西
野
浦
音
頭
口
説
集
』（
一
九
七
四
）『
広
島
県
山
県
郡　

千
代
田
音
頭
口
説
集
』（
一
九
七
五

（
（（
（

）
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
國
學
院
大

學
説
話
研
究
会
夏
季
採
訪
の
折
に
見
た
写
本
と
聞
き
書
き
を
元
に
し
て
編

ま
れ
た
口
説
集
で
、
二
十
前
後
ず
つ
口
説
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
『
芸
備
口
説
き
音
頭
集
成
（
上
・
中
・
下
）（

（（
（

』
は
、
上
、
中
、
下
巻
を
合

わ
せ
の
べ
百
種
も
の
口
説
が
五
十
音
順
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
が
口
説
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
他
に
口
説
を
収
め
て

い
る
文
献
も
用
い
た
。
そ
れ
が
次
の
二
冊
で
あ
る
。

　
『
奥
備
後
の
民
俗

（
（（
（

』
は
、奥
備
後
の
風
俗
、習
俗
、言
語
、芸
能
な
ど
と
い
っ

た
幅
広
い
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
中
で
三
十
三
種
の
口
説

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
捨
た
れ
去
る
庄
原
地
方
民
謡
集
』
は
「
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
中　

毎
日
炬
燵
番
退
屈
紛
レ
ニ
書
ク
竹
下
多
四
郎　

当
八
十
九
才
」
と
い
う
奥

書
を
も
つ
筆
写
本
で
、
仕
事
歌
や
田
植
歌
、
格
言
集
と
い
っ
た
も
の
と
共

に
「
明
治
時
代
盆
踊
会
の
く
ど
き
歌
」
と
し
て
心
中
口
説
と
鈴
木
主
水
口

説
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、本
稿
で
は
検
討
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
が
、『
音
頭
口
説
集
成
（
第

一
～
第
四
巻
）（

（（
（

』
と
い
う
大
き
な
口
説
集
が
あ
る
。
こ
れ
は
三
六
八
種
の

口
説
が
五
十
音
順
で
並
べ
て
あ
り
、「
女
川
飯
田
口
説
」
も
、「
女
川
口
説
」

と
し
て
『
郷
土
の
伝
承
』
題
二
輯

（
（（
（

に
掲
載
さ
れ
た
詞
章
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
成
田
守
氏
は
「
盆
踊
り
口
説
考

（
（（
（

」、『
盆
踊
り
く
ど
き

（
（（
（

』
の
中
で

口
説
の
分
類
法
を
示
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
「
女
川
飯
田
口
説
」

を「
敵
討
物
」「
世
話
物
・
情
話
好
色
的
な
内
容
の
も
の
」に
分
類
し
て
い
る
。

Ⅲ
．
比
較
・
検
討

　

比
較
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
、
百
四
十
一
の
口
説
を
、
歌
い
は
じ
め
、

歌
い
お
さ
め
、
国
・
地
域
の
言
い
表
し
方
、
主
人
公
の
描
写
方
法
、
装
束

の
描
写
方
法
、
年
月
日
・
時
間
の
表
現
を
基
準
と
し
て
設
け
た
。

　

こ
れ
に
則
っ
て
見
て
い
く
と
、
語
り
は
じ
め
や
語
り
お
さ
め
に
つ
い
て

は
、
一
致
す
る
も
の
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
但
し
、「
女
川
飯
田
口
説
」

の
写
本
①
④
⑤
の
語
り
お
さ
め
の
詞
章

（
（（
（

と
「
西
国
御
船
印
」（『
西
野
浦
音

頭
口
説
』）の
語
り
は
じ
め
の
詞
章

（
（（
（

が
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

　

次
に
国
や
地
域
の
言
い
表
し
方
は
、
三
十
九
の
口
説
に
あ
る
「
国
は
何

処
よ
と
尋
ね
て
み
れ
ば
／
国
は
（
国
名
）（
郡
名
）
の
郡
／
村
を
申
せ
ば
（
村

名
）
よ
」
と
、長
短
は
あ
る
も
の
の
こ
の
形
式
も
多
い
。「
今
度
（
地
名
）
の
」

と
い
う
形
と
、
長
短
は
あ
る
も
の
の
「
女
川
飯
田
口
説
」
の
「
国
は
奥
州

桃
生
の
郡
／
村
を
申
せ
ば
女
川
村
よ
」
に
一
致
し
て
い
る
。
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人
物
の
描
写
は
、
主
人
公
を
真
先
に
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
住
ま

う
場
所
や
家
族
の
生
業
、
家
族
の
名
前
、
そ
し
て
最
後
に
そ
の
口
説
の
中

心
人
物
の
名
前
、
年
齢
や
性
格
、
容
姿
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
と
い

う
構
成
が
多
い
。
こ
れ
も
や
は
り「
女
川
飯
田
口
説
」の
形
式
と
一
致
す
る
。

　

装
束
の
描
写
は
、
主
人
公
の
死
へ
の
道
行
の
前
や
、
勝
負
を
し
に
行
く

直
前
な
ど
に
現
れ
、「
下
に
着
た
る
は
（
装
束
名
）
／
上
に
着
た
る
は
（
装

束
名
）」
と
内
側
か
ら
順
番
に
言
っ
て
い
く
形
式
が
多
い
。
ま
た
、
そ
の

次
に
は
、
帯
も
し
く
は
足
袋
に
続
く
も
の
が
多
い
よ
う
だ
。
武
具
や
駒
と

い
っ
た
も
の
は
大
抵
最
後
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
女
川
飯
田
口
説
」
で

は
「
は
た
に
白
き
ぬ
羽
二
重
。
小
袖　

上
ニ
ち
り
め
ん
た
ん
ご
の
嶋
よ　

帯
は
小
と
ん
す
か
い
ぎ
の
羽
織　

足
袋
は
も
ふ
る
に
ぬ
り
お
の
せ
き
だ　

家
の
ゆ
づ
り
の
大
小
持
て　

お
ご
そ
頭
巾
で
目
斗
出
し
」（
写
本
①
よ
り
）

と
い
う
よ
う
に
、
同
じ
形
式
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

年
月
日
を
言
う
表
現
は
、「
頃
は
（
年
月
日
・
季
節
・
行
事
）
の
頃
よ
」

と
い
う
も
の
が
多
く
、
時
刻
に
つ
い
て
は
「
夜
／
朝
の
（
時
間
）
に
」
と

い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

基
準
を
設
け
た
点
以
外
に
も
、「
硯
引
き
寄
せ
墨
す
り
流
し
／
鹿
の
巻

き
筆
小
杉
の
紙
に
／
思
ふ
恋
路
を
さ
ら
り
と
書
い
て

（
（（
（

」
や
「
二
世
も
三
世

も
／
ま
た
先
の
世
も

（
（（
（

」
と
い
っ
た
詞
章
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
し
、
①

③
④
に
あ
る
「
か
ね
て
奥
様
手
裏
剱
上
手
」
と
い
う
の
が
、
姉
妹
敵
討
ち

の
「
白
石
口
説
」（『
西
野
浦
音
頭
口
説
集

（
（（
（

』）
に
あ
る
「
か
ね
て
手
裏
剱

名
人
な
れ
ば
」
な
ど
か
ら
影
響
を
受
け
た
設
定
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
西
日
本
の
盆
踊
り
口
説
と
「
女
川
飯
田
口
説
」
に
は
大

い
に
共
通
点
が
見
受
け
ら
れ
、
直
接
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
に
せ
よ
、

何
ら
か
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
盆
踊
り
口
説
と
は
異
な
り
、
三
味
線
や
太
鼓
な
ど
の

楽
器
が
伴
わ
な
い
独
唱
形
式
で
あ
る
と
い
う
点
や
、
盆
踊
り
に
用
い
ら
れ

た
と
い
う
事
実
も
確
認
で
き
て
い
な
い
「
女
川
飯
田
口
説
」
と
西
日
本
の

盆
踊
り
口
説
を
安
易
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
あ
る
。
ま
た
、

「
弓
は
袋
に
お
さ
ま
り
け
れ
ば
」
と
い
う
詞
章
は
御
船
歌
に
も
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
他
の
歌
謡
や
芸
能
か
ら
の
影
響
も
視
野
に
入
れ
て
さ
ら
な
る

検
討
を
重
ね
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

た
だ
、
他
地
域
、
も
し
く
は
他
の
芸
能
か
ら
影
響
を
受
け
、
こ
の
「
女

川
飯
田
口
説
」
と
い
う
長
編
の
口
説
が
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
は

間
違
い
の
な
い
こ
と
と
確
信
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

口
承
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
も
の
の
研
究
の
方
法
の
ひ
と
つ
に
は
、
こ
れ

ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
文
字
テ
ク
ス
ト
か
ら
の
視
点
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
節
を
伴
っ
て
語
ら
れ
た
「
女
川
飯
田
口
説
」
を
研
究
す
る
た

め
に
は
、
文
字
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
口
承
文
芸
研
究
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
口
承
が
絶

え
ゆ
く
も
の
を
視
聴
覚
資
料
と
し
て
残
す
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

　

現
在
、
日
本
各
地
で
様
々
な
「
再
生
産
」
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、
祖
先
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
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「
心
」
は
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

我
々
は
将
来
の
た
め
に
伝
承
が
伝
え
て
い
る
、
祖
先
か
ら
引
き
継
が
れ

て
き
た
精
神
を
将
来
に
伝
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
が
で

き
な
い
も
の
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、
そ
れ
ら
を
い

か
に
し
て
残
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
、
今
後
考
え
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註（
1
）	

宮
城
県
図
書
館
蔵
本

（
2
）	

高
倉
淳
編　
『
仙
台
藩
刑
罰
記
』　

一
九
八
八

（
3
）	「
別
紙
」
は
現
在
は
失
わ
れ
て
い
る
。

（
4
）
大
船
渡
市
立
図
書
館
蔵
本
。
八
十
四
番
「
飯
田
能
登
様
御
奥
方
及

家
来
日
塔
喜
右
衛
門
被
尋
候
為
、
御
町
同
心
衆
御
廻
候
処
相
は
ま

り
手
伝
骨
折
り
し
は
御
褒
美
被
下
候
事
」（
翻
刻
筆
者
）
に
よ
る
。

（
5
）	

宮
城
県
石
巻
市
江
林
寺
に
あ
る
。
せ
つ
の
法
名
は
「
玉
喚
玅
應
信

女
」、
喜
右
衛
門
の
法
名
は
「
忍
元
得
丹
信
士
」。

（
6
）	「
永
井
史
抄
」
刊
行
会　
『
永
井
村
史
抄
』　

一
九
八
二

（
7
）	

横
道
廣
吉
編
著
・
真
田
貞
蔵
監
修　
『
水
を
引
い
た
男
』
一
九
九
九　

杜
陵
高
速
印
刷
出
版
部

（
8
）	

写
本
番
号
①
③
④
の
写
本
に
は
「
手
裏
剱
上
手
」
と
い
っ
た
表
現

も
見
ら
れ
る
。

（
9
）	

写
本
に
よ
り
、
場
面
が
前
後
し
て
い
る
。

（
10
）	

写
本
番
号
①
④
は
「
五
穀
成
就
安
全
に　

弓
袋
に
治
ま
り
け
れ
ハ

　

目
出
度
か
り
け
る
し
た
ひ
な
り
（
一
部
④
表
記
異
な
る
）」
③
は

「
五
穀
成
就
の
其
あ
ん
せ
ん　

弓
か
袋
に
納
め
た
り　

千
秋
万
歳
ば

ん　

く
ぜ
い　

目
出
度
か
れ
共
中
々
に　

申
斗
は
な
か
り
け
り
」

⑩
⑪
に
は
「
恋
衣　

あ
さ
き
も
よ
ふ
を　

染
め
さ
せ
ん
（
染
め
さ
ん

せ
）　

紺
し
の
色
は　

悪
き
と
そ
し
る
」
⑤
は
「
お
せ
つ
喜
右
衛
門

の
形
見
こ
そ
は
残
り
け
り　

爰
春
に
ゝ
ろ
語
り
て
の
飯
田
か
な　

末
の
み
ら
へ
は　

爰
に
残
る
（
以
下
欠
）」

（
11
）	

道
行
な
ど
は
差
異
が
大
き
い
。
今
後
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
が
別
稿

に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

（
12
）	

北
上
町
企
画
課
『
広
報
き
た
か
み
』
一
九
九
四
年
十
二
月
号　
「
飯

田
家
一
族
の
供
養
際
」
の
記
事
に
詳
し
い
。

（
13
）	

西
田
耕
三
編
『『
女
川
飯
田
口
説
』
考
』
一
九
九
四　

耕
風
社　

（
14
）	

日
本
放
送
協
会
編
『
東
北
民
謡
集　

宮
城
県
』
一
九
五
九　

日
本

放
送
出
版
協
会　

（
15
）	

氏
は
栃
木
県
在
住
の
中
学
校
音
楽
科
教
諭
。
千
石
恒
雄
氏
に
よ
る

「
女
川
飯
田
口
説
」
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
譜
に
起
こ
し
た
も
の
は
、

筆
者
依
頼
に
よ
る
。

（
16
）	

川
島
秀
一
「「
女
川
口
説
」
の
伝
承
誌
」
西
田
耕
三
編
『『
女
川
飯

田
口
説
』
考
』　

一
九
九
四　

耕
風
社

（
17
・
18
）
一
九
九
四
年
当
時
未
発
見
だ
っ
た
資
料
で
あ
る
。
書
誌
は
次

の
通
り
。

	

③
縦
二
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
十
七
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

三
十
六
丁
。
表
紙
に
は
「
文
久
三
寅
年　
　

五
月
大
安
日　
　

飯
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田
口
説　

全
」
と
あ
る
。
遊
び
紙
の
裏
に
は
「
此
口
説
本
何
方
様

え
参
り
候
て
も
名
本
次
第
に
相
尋
御
返
し
、
宜
敷
奉
願
上
候
」、
裏

表
紙
に
は
「
書
置
も
か
た
み
と
な
れ
や
筆
の
跡
身
は
い
っ
□
□
花

と
な
る
ら
ん
」
と
あ
る
。

	

⑤
縦
二
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
十
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

十
三
丁
。
表
紙
に
は「
明
治
十
六
年
正
月
吉
日　

女
川
口（

マ
マ
）記

」と
あ
る
。

裏
表
紙
に
は
「
此
書
物
何
方
え
参
り
候
て
も
、
名
本
次
第
ニ
御
返
し

被
成
下
度
奉
願
上
候
」
と
書
か
れ
て
あ
る
。
こ
れ
は
、「
女
川
飯
田

口
説
」
の
写
本
で
は
③
と
⑤
に
の
み
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

（
19
）	「
女
川
飯
田
口
説
」
の
節
は
、
十
四
音
が
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
一
句
を
十
四
音
と
し
た
。

（
20
）	「
す
く
に
其
年
霜
月
下
向　

其
日
い
か
成
大
□
日
ぞ　

隠
れ
御
座
な

き
な
ゝ
ぎ
だ
面
て　

二
丁
四
方
二
か
き
ゆ
へ
廻
シ　

内
ニ
立
た
る

ぬ
き
み
の
鑓
よ　

今
ぞ
と
が
人
お
そ
し
と
ま
じ
る　

□
下
面
て
ニ
其

さ
だ
あ
ら
ハ　

わ
れ
も

く
と
見
物
な
さ
る　

さ
れ
ハ
い
と
し
や
奥

様
事
ハ　

年
も
い
か
ぬ
に
あ
ゆ
ミ
も
同
じ　

御
ろ
ふ
前
よ
り
馬
へ
と

の
セ
て　

心
ぼ
そ
く
い
ま
し
め
ら
れ
て　

し
を
れ
は
て
だ
る
泪
の
か

ほ
よ　

泪
な
が
し
て
念
佛
申　

刀
（
マ
マ
）無

々
引
れ
て
通
り　

念
佛
程
か
や

な
ゝ
ぎ
だ
は
つ
れ　

お
し
よ
き
場
所
ニ
も
早
な
り
け
れ
ハ　

そ
こ
て

奥
様
馬
よ
り
お
り
て　

い
が
に
馬
子
と
の
頼
が
御
座
ル　

是
は
ろ
ふ

や
て
心
ニ
こ
め
て　

し
ん
き
や
う
ぬ
へ
た
る
御
き
や
う
是
わ　

向
の
御

寺
に
治
て　

名
を
た
す
く
る
良
に　

寺
の
和
尚
様
頼
ミ
て
た
も
れ　

ゑ

こ
ふ
頼
と
金
子
ヲ
送
り　

代
の
残
り
を
早
取
り
出
し　

是
わ
そ
な
た

に
酒
振
舞
と　

言
ハ
馬
子
衆
わ
押
い
だ
ゝ
き
て　

急
キ
御
寺
へ
治
め

て
あ
れ
ハ　

来
卋
末
代
其
名
を
残
シ　

か
ぐ
れ
御
座
ら
ぬ
念
佛
堂

□　

も
ん
ほ
ん
た
い
お
や
の
ん
き
や
う
が　

今
に
お
い
て
も
治
め

て
御
座
る　

奥
様
四
方
詠
メ　

な
ぜ
に
喜
右
衛
門
此
場
ニ
見
得
ぬ　

扨
わ
わ
し
よ
り
後
馬
る
か　

此
世
わ
か
れ
に
横
か
ほ
な
り
と　

見
た

り
見
せ
た
り
あ
い
た
い
も
の
し
や　

あ
わ
て
死
ん
た
ら
な
げ
ぎ
て
あ

ろ
ふ　

た
つ
た
一
度
こ
と
は
を
か
わ
し　

そ
れ
て
死
ん
た
ら
ま
よ
へ

ハ
せ
ま
へ　

馬
の
上
よ
り
顔
ふ
り
上
て
。　

し
ば
し
詠
て
泪
を
流

カ
し　

を
も
い
き
れ
た
る
。
奥
様
な
れ
ハ　

さ
す
が
奥
様
わ
か
れ

に
み
れ
ん
を
出
セ　

ぜ
ひ
も
役
人
早
立
ち
向
ひ　

と
が
の
次
第
を
言

わ
た
さ
れ
て　

さ
す
か
大
と
か
奥
様
な
れ
ハ　

と
が
の
□
れ
ぬ
は
り

付
罪
よ　

そ
こ
て
奥
様
諸
人
に
向
ひ　

い
か
に
申
さ
ん
人
々
達
よ　

わ
し
を
来
卋
の
手
本
と
な
し
て　

親
の
ゆ
る
さ
ぬ
い
た
つ
ら
事
を　

娘
子
供
に
言
附
さ
ん
セ　

さ
て
わ
か
う
ゆ
う
つ
る
ぎ
の
山
よ　

是
を

ふ
便
ト
皆
々
思
ひ　

廻
向
念
佛
頼
申　

名
残
お
し
い
ハ
喜
右
衛
門
殿

よ　

ま
な
ご
ふ
だ
い
て
か
つ
ぜ
う
す
れ
バ　

し
が
の
よ
ふ
成
ル
両
は

の
鑓
よ　

弓
手
め
手
よ
り
早
と
ふ
さ
る
　ゝ

次
に
喜
右
衛
門
御
し
う

ぎ
な
れ
バ　

し
う
ヲ
こ
ろ
セ
し
大
と
が
人
と　

七
日
さ
ら
し
て
大
ぎ

り
引
よ　

先
わ
十
八
丁
あ
ま
り
の
御
城
下
門
さ
ら
し
て　

か
く
れ
御

座
ら
ぬ
御
し
う
ぎ
其
場
所
に　

□
て
。
ち
か
附
馬
よ
り
落
て　

是
わ

奥
様
御
さ
い
ご
な
る
か　

嘸
や
な
ぢ
か
ね
む
ね
ん
で
あ
ろ
ふ　

永
き

未
来
テ
れ
ん
ざ
を
わ
げ
て　

弐
人
諸
の
添
者
な
ら
ハ　

た
と
い
此
卋

て
そ
わ
れ
ぬ
迚
も　

永
き
未
来
て
又
と
け
ま
し
う　

こ
れ
も
諸
人
に
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向　

御
見
物
衆
御
廻
向
頼
け
る　

連
中
大
聲
上
ケ　

是
わ
弐
人
の
廻

向
の
為
に　

こ
れ
も
同
両
は
の
鑓
よ　

□
て
弐
人
を
な
ら
く
に
を
ど

す
」（
写
本
①
よ
り
抜
粋
。
翻
刻
筆
者
）。
御
経
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
後

期
の
も
の
に
も
あ
る
が
他
の
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
。

（
21
）	

田
辺
希
文
ほ
か
編
『
伊
達
家
世
臣
家
譜
』
第
一
巻
（
太
刀
上
之
部
） 

一
九
七
五　

宝
文
堂

（
22
）	

平
成
十
七
年
度
國
學
院
大
學
大
学
院
に
お
け
る
伝
承
文
学
特
論
Ⅱ

講
義
に
て
の
須
藤
豊
彦
教
授
の
談
話

（
23
）	

陸
前
高
田
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
編
『
三
陸
の
む
か
し
ば
な
し
』

一
九
八
〇

（
24
）	

倉
田
隆
延
編
『
蒲
江
音
頭
口
説
集
』
一
九
七
三
・『
西
野
蒲
音
頭
口

説
集
』
一
九
七
四
・『
千
代
田
音
頭
口
説
集
』
一
九
七
五

（
25
）	

広
島
女
子
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
編　
『
芸
備
口
説
き
音
頭
集
成

（
上
・
中
・
下
）』
一
九
八
〇
～
一
九
八
一　

渓
水
社　

（
26
）	

山
田
次
三
『
奥
備
後
の
民
俗
』
一
九
七
九　

山
田
次
三
遺
稿
集
刊

行
会

（
27
）	

成
田
守
編
『
音
頭
口
説
集
成
（
第
一
～
第
四
巻
）』
一
九
九
六
～

一
九
九
八

（
28
）	

宮
城
県
教
育
会
編　
『
郷
土
の
伝
承
』
一
九
八
一　

セ
イ
ト
ウ
社

（
29
）	

成
田
守
「
盆
踊
り
口
説
考
」　

臼
田
甚
五
郎
編
『
口
承
文
芸
の
綜
合

研
究
』
一
九
七
四　

三
弥
井
書
店

（
30
）	

成
田
守
『
盆
踊
り
く
ど
き
』
一
九
七
四　

桜
楓
社

（
31
）	

註
10
に
同
じ

（
32
）	「
豊
か
な
る　

弓
も
ふ
く
ろ
に
治
ま
る　

御
代
の
目
出
度
か
り
け
り
」

（
33
）	「
兵
佐
口
説
」（『
西
野
浦
音
頭
口
説
集
』）「
お
杉
口
説
」（『
芸
備
口

説
き
音
頭
集
成
』）「
佐
兵
衛
く
ど
き
」（『
蒲
江
音
頭
口
説
集
』）
な

ど
に
見
ら
れ
る
。

	

「
硯
引
き
寄
せ
墨
す
り
流
し　

鹿
の
巻
き
筆
小
杉
の
紙
に
」
と
前
半

部
分
の
も
の
や
「
硯
引
き
寄
せ
墨
す
り
流
し　

麝
香
唐
墨
は
や
す

り
濁
す
」
な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
豊
富
で
、
類
例
は
多
い
。

（
34
）	「
平
井
権
八
小
紫
口
説
」「
お
為
半
蔵
」（『
西
野
浦
音
頭
口
説
集
』）「
平

井
権
八
小
紫
」（『
芸
備
口
説
き
音
頭
集
成
』）
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

（
35
）	

註
24
に
同
じ

参
考
文
献
（
出
版
年
順
・
注
に
挙
げ
た
も
の
は
省
略
）

紫
桃
正
隆
『
北
上
川
下
流
地
方　

歴
史
の
夜
ば
な
し
』
一
九
八
〇　

宝
文
堂

山
本
吉
左
右
『
く
つ
わ
の
音
が
ざ
ざ
め
い
て
』
一
九
八
八　

平
凡
社

ダ
・
ダ
・
ス
コ
編
集
室
『
ダ
・
ダ
・
ス
コ
』
一
九
九
四
年
春
号
・

一
九
九
五
年
冬
号　

み
ち
の
く
民
芸
企
画

牛
島
富
美
二
『
村
祭
り
の
夜
』
二
〇
〇
〇　

竹
林
館

（
あ
べ
・
ま
き
／
國
學
院
大
學
大
学
院
特
別
研
究
生
）


